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2 就験目的

探林有害虫做の生物的防除の一環として俄虫％為紀の淺致增殖えはかるため,道林池;こ歩ける 

齊林施業と湖和した環境小成の試雑研究を行なうことを目的としている“

3 前年建までの経過と得られた褚果

(1) 近年弦大造林の進展にともなって,同一酬棚 问一樹やの大而積川林が行なわれるXう代な 

った。それに並行して,森林冇害虫猷の龛生がいちじるL く枷旺ている。

これら害虫吸の防除対筑としては,一時は薬剤による防除(てよって,辭決できるかのよう 

に考えられたこともある。しかL,森在冇害虫猷に对しては,これはあくまで旧急•対戦であ 

て,抜本的叵久策とはならないことが•漏次央旺されている。

ここにおいて,毒林有害虫猷の防除対策として,生物的防兹の研究の必要が,各方面からさ 

けばれるようになって在た。

食虫性鳥類による務林・有害虫猷の防涂もこの生物的除除のー璨として,再瞬されはじめた。 

しかろ!て,探林に生恩する佳虫性烏類は林野の伐採,囲発に上,て,逐年滅少しているので, 

・的な後護增智をはからなくては,咨虫獣防除の効采をあげられない状噬となっている。

とくに・今後造林が行たわれるのは.主として山地带と考えられるカ:・この地带にむける住 

虫性鳥類の要求する生活環蟻については,末だ不明の点が多い。

したがって,積極的左保獲価策を行たうための,族境を改普する基礎資料が必要である。

(2) この基議資御を得る目的で,林野庁は「農林吹匯業特別洪験研究費補助金」を昭布3 7〜 

ろ9年既の•うカ年問交付して,財団法人山階鳥類研究所に試験研究を行なってもらった。

この試験研也て»いては.束京酒林局符内の領高4 0 0m祯後の地带に5カ所,1.2 0 0m 

前後の地帝級6カ所,計11カ所に調布区を設け,そこに楚i!する鳥次の種類拊成氐よび各種 

毎の佃依数の調査を.それぞれ1n回前後行なわれた。

このろカ年局の試験研究によると,「標高•土帔 地形,樹顼が同じ林であっても施業方法 

にょ,て,そこに淒恩する鳥類の秋類故と個依数はかなり変えることができるし,異る朔珅⑥ 

林を小而積で混在させることによって(特に広葉榻を含めることはよって)地域全依の肝類つ 

—1 ? 〇 ー

<•!小と岫淑をかなり変;Iることができる」ということがわかった］山号芳瞻:昭和5 9年壤:, 

母林火度点落別よ騙研用诙沛助金によ•る研究設吉書「野生"以の生活聶境に倒ナる研究,>(

リド烏解報告というハ

⑶こ:つ試翎f究•つ次果にもとづいて,氏京常林間径営部造怵理お•よび;計両線•沼津営林雲経常 

課と共冋で,沼和4 〇年9月来試験区を選定するための通充を行なった。

(4J成次の合冋调査と网凌の桔果,この尽驶目的に適した試皺他として,沼津郛業区仁杉^有林 

ぐの根坂第一国イ」林が選らばれ,ここに「爲林冇连為類話致試・験区」(.4 5- 5 6 ha )を設 

けることカ:決定した。

⑸ 当仞,この試験区はT・木粉よびブアシへが尊茂して,皿炎には次はだL く不便であったが, 

東京営林Wは所要経計の全額を負払されて,革場の状麴没計にもとづいた区石整理< ー区荷 

50mX50m,叶17 5区両)と調充歩泌(.節1m,全長16.6肱)の開没宏昭和40年 

变中に完成された。

(6) なお•柬京な林局およぴ沼凍灣林署は,调充明間中・試験か当者の宿菅のために「仁杉造林 

小屋」C使用,飲用火の補給,開設囲谣歩道の下刈り,ッル切などに耍する桂費の負如も,す 

ペて次第された。

(7) 12月14〜15日,巣箱3 〇個を試・喉開始にさきだ・て1C区画に架設した。

⑶ この試験区は,昭和4I年度以降1〇ケ年間(”史用を認められたので,前幽の試・期間とし 

て3カ年間を予定した。

試琰研究に耍する注費は,昭加4I年度以降5カ年湖は•「曷拇項打試喘研究費」によろこと 

か決定し.昭和41年5月から試験沛究を開始した。

4 41年度の試取計画

(1)試験区内に棲県する烏類の種類牌成および各種福の個昧敖の調香。

この調査によって,各鳥種疳にどのような環境の場所を,主たる棲恩地として求めるかを知 

るために行左うものである。

；2!試験区内の各趣烏頑に標雜を付け.その移動,採食活動葩囲の姬査3
試験区内に捕懸施殴を役けて,飛来する各酸烏類を浦X-C,その瑞離部に標・做を利けて,直 

ちに放鳥・する。後刻,この標憑をけけた鳥を再捕獲することに上って.それらの砖WD您斷・ 

もるいは採俊活撤の範囲を知るために行なッものであろ。

け)航:験区内で繁前する各穂鳥類の堪と営巣状況の祂代

之の調査は,ここで躲植する各極鳥類の巣と営栗状況について,譴致値設问と摇設後との斐
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珍を以死十るために行なうもつで:3る.

"・・こー ••'ミでは加記Lた・£うに・すでに区再泌:：

れ以御の夷号とはいちじるLく畏な tl f 〇たが,これにこ〇住犬と行な,々、’て,!.•坡:、

の步行が罡渋ケあわあて.心とんど甲やはべ订旋を狀況でf： f :,でム如

した:水って,41年変は,区商・理と胡存去道力:向いた再後の我"•,坂沅を知ろ广«> 

調布である。

亿)變箱による請致試騎

この阳資け この武际炫のXうに.天然の団洞がほとんど咨冬の5 n年生以ヤの如沐地に坛 

いて,巣箱婆設に Lって.どの程唾・O乌:吃諸坂できろかを・州Bi・るために行なうも.'っで・わる。

润爽:M 風冷袈設前と架技後の鳥類の嚥!状況を,全域で課充する代わ9に,次の方法て!

った。

試駿区内のほヾ同一斑撚と・められる.?つの地城を還び,一方ははじめから吳箱を•架设し 

て,その利用秋涅を部せTる。他方は切年!変は巣箱全架殳しないで,極恩鳥・切のWH;と调体敦 

•"けを调査ナることにした。

ほ)近样天然朔裂地と試験区との相互.関保の調爽

中士山成一挤.とくに柬而の山地帯【天然の沸氷地がとぼしく.炬也の大小すべてをあわよ 

ても,常畴湧なIているところは今〜くカ所亿す曹ない。

ため亿,須走口夸(心?!付近の 一也松火場 倒寇屬口普山宙ゆ太昭坊火場のような天然湧火他 

淮,付近に;卷恩するな價が依科かよび火谷のため•盛んに利用している。

そこで,この両湧水地を利用ナる烏均に瞬を付比 ここと試.洵X・との相互の囲係を•M香・十 

るため!て行なう$のである°

m:査峙期は,な埸かもっともよく利用される6〜R月の5カ月間行をう〇

,6)給杞峋没の利用状況调査

試験区内汶,峰电う際だ汁火而りができるほか駐,天然の湧火も欠昭リもない。そこで試験 

%内に,飲!；"I:び・浴用の給抱價設を新殺したならば,rう類がどのように利用するかQ・阳奇 

を行なうものである。

5 41年匿の試験経過と結果

(1)経 &

您)橋 設 ・

總査扣当者は,5月1。〜14 Bの5日間,須击扣当区戯員方の按助泥よって•T記の作
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まを行なった。

(f)仁杉合・"; .つ天火を辛:削寸ら貯ヤ倍］•ラムゼ2 •笙)点迓拔“

(n!招火用御池(r・リタライ・S 5 4 0 n i::. 2讷ずつ連«)を2カ所設は(第1図河唄)〇
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(T貯幻四の天火を,留池へ呻女卜るために径15mピ=ールパイブc致設。

沼・営林彩須市"当区交行なわれた作堡はTeCoと土、、リで•ち;^

(イ)試験区内の各区而に.縦番・冷と横アルハベットの組合わせ!；XZ,「地港名」を懐示した標 

柱の設战

(°)前年应開没された調布歩小・のド刈りと除我。

比)訥布月日と明査項目

F記の日時に表記の調充を行った,

•注:〇は臾疝Lたことをがす 〇の次の級字は夹话日付 ㈠:一里,松 由:な咄坊

才1表肉査月 日と用壹夷目

f^一訓査項目 
蜘日、、・

(［岡類構成 
い油依懲［野斐

⑵標識列査
は保と渤! 
し联浮綃苗 4跟希就强 心天湖郷と 

課

し、給火施役

‘利用状况 稱考

5月1q〜I4日 「)1!〜J上 1) ～ Ov 1
5呻〜31日

1〜4(3 031.1 〇 031.
朋13〜16日 

23日
014.15. 014.15. 014

C 113.14 
两23

7月4〜8臼 04.〜6 05.6 04-6 04 c澎’

7月2 5〜2 9日 〇 26 025:2 7. 〇 02 6 Cノ 7かH
内 28.29

R月15〜18臼 015〜J 7. 015〜17. 〇1 5〜1 7. >.)1 6 脂％

9月5〜7日 〇 7 〇5〜7 07 ・〇 5

11月4〜6日 〇 04—6 04〜6 •：)4
11月30.1阴阳 030.1. 03 〇,1 03 Q



⑵店果

1.試験区的;て繁殖する的山の用類喝点かよび各切毎々N休扱と魂は璋境の鸠査

(イ)用宜方法

驚加乌類・テリトリー(左わばり;«旗恩療境の調招:t/雄紀図虫によった。耳しくに 

前述の・佑硏缎吿<!9 4 4 )に述べられているカ:痛単に脱明ナると,燕隹目の大部分の小 

烏では繁殖季心!1ha内外のテリトリーを形波する習牲を有し,その境界はけ间志Q争 

いやさえずりに.!:ってか衣リ明倦に示・咬されるということに浒目した のである。つまり 

樂Z!季< 4-fl月)に,ある林分でコース;決めて巡回し,财りや争いをHZ>-Iている佑 

を発兄したら携带している地図上;てその出現位れを正砒ビお2Lていくのである。これを 

何回か繰り返すと地図上にいくつかの出現点の屏団が琪われる。多くの場合1n回程度の 

巡回によって舉!っている進の昭依敬が利定できるということである.ただし,中乌以上口 

行動圏の大きいけでは別の方法をとらねはならず,今回は大你この调査方法の対炊から銭 

しておいた。この方法によって各棟の•功刀出琪林相う利明すろ:つで後述の営巣吳缆の解析 

と終合して後息林相の検討が皿诅になる。

2)离查结果

CD種類構成,個依歡

前述の方法によった爽料を各Wli毎:く集帝してみると,例えぜビノイイについてはあ 

2図のよう«たり,結拐本:さでは5〜6卷が确1していたことか分る。他の“兀ついて 

も第2表のような結果が钊明した。

しかし,同表の演6磚でも分るように1テリトリー当りの出現点数は酸髙のビンズイ 

でも5.5点であり,市グイス,7•オジなど潢"数が多く出現点力:混み入っているもので 

は,テリトリーの区分が行时"く、詰果を不正確なものにしている。これは調泥技 

が不慣れなせいもあったが,破大の原因は調査日故が削約されていたことにあったと恩 

え如
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41年度の調査で不備左点は4 2年圾に正施を期することにして,一応41年應の詞 

査結果からつかめた本技.検区の的桶,鸟数の傾向について.巣調査や標蟻放假試附の祜

第2衣 出現桔,テ"卜"-,•理出故あど

1
| 2

5 4一!ー ー ー ー ー・. 5 i 6_ _ 7 _
.佑 啓 名 出現点敦 ;艺以’也R > "FV-•う攻 

(器楚希故)
テーリ下リ二切め 

1出現点 ?全便体我
\---- -------—-

1 ウ グイス
匕7 6点T15菓 5 9コ鬲 3.0点 11B羽

2 アカハラ 2 6 い(邃 — a 〇 ?

5 ァ オ ジ 7d 5 1 4 〇 1.R 5 8 〇

4 :コ ル リ =52 ! 〇 1 5 ! 4.0 26

5 メ ジ ロ ；2 1 6 8 2.6 16
6 ビンズイ 5 3 〇 5〜6 5.5 1 2

7 ホオジロ 2 6 1〜2 4〜5> 4.0 1 〇 -

R i ・ンジュウカラ 2 5 ! 一 1
-

♦ • — 5 0?

9 Iマミジ ・ 4 。祢)1? • 2 ?

10 ヒ H ラ 6
た

1 2

11 センダイム•ンクイ 6 〇 1 ?

12 .I エ ナ ザ 4 〇 〇〜1 2 +

15 1 モ ズ 1 2 1 〇 2 +

U カ ケ ス 7 〇〜I り
<

2±
1

15 トケン科i ! 〇 ;D〜1 〇 2士、

1 6 ・ ボ ソ 5 〇 ! 〇 〇〜2

17 キ ジ! 4 〇 〇 i 丹〜2

18 t コ ガ ラ‘ 2 〇 ! I
〇

•
〇〜2

19 . ア吻ゲラ 2 〇 〇 D〜2
20 ；

1 カ ラ ス 1 〇 〇 〇

2 1 コムクト・リ 1 〇 1 〇 〇

22 コナメビタキ 1 1 〇 t 2 -

23 ヒヨドリ 1 〇 〇 1 〇

24 オオジシギ 1 り 〇 〇

25 ヨ タ カ 1 〇 〇 n

2 6 コジュケイ _し4 〇 〇 〇______

合計 4 9 4点 9 7巣 — 3 9 〇 士羽
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果も含めて考察した。

環季K出現Lて地図农記ヨされたものは2 6独珀であって.そのうち果の発比,テリ, 

トリーの形成たどで瑤実に斃剛十ると思われる$のは15瑾瓶であり・I例競吿の結果 

に世べてかなり少なへこれは本試賊区の林相が鳥研段告の阔査区と興なて容令苗殊 

地を多く含み・烏拍が単純にたったことと,ぶ年の期套が不充分で見落しがちったため 

と思われる。

全蓉殖号数はアうハラ,マミづコ.•ンジュウカラなど不正砍なものもあるが,一史

19 5辯となった。したがって全箕殖招昧故はその倍の3 9 0羽ということになる<,C 

の教はE同f輟告の桔梁から兄て多い方だ指する。これは若金港林地や僅木帯にウグイス 

とア寸ジが多敌饕頓Lたためであって,雜疾林遊の煮任類ば比杨勺に少左い。

ウグイス,アオジ東ど,どの林也にも程度の差こそあれー軽::二出型している母炫こっ 

いては一段とめ仔検討してく!iい場合もあるカ,そのようた邱或を限られてあ、り,多く 

は森・縷,溜木草原球の2つに大別され,不区の!うに林相に大あな略差がある所でけ, 

本来別々:て稔するべ普ものであろ。詳I・ くは「发口・環邊の牌折のとこるで扱うので,ここ 

では大昧の烦向を述べてわく 〇 "の桔果や文敝等から堆L.て,富士山で不试些地(標

115 0m)のように定蛙斜で黄谷の組い饮形では味地は無殂して坯作に約4 5 ?：• 〇 

対兼％が出現,或いは注口河侬と思われるかこれを少L く分析してみえと第％加Xう 

になら。結局,凄•Q林梢に轴徴のない遮①.悴の強いものは以季田全楠刑現Lているが, 

我林褸と灌木草原接のものは秋冬年^で入れても衝方6割Iカ、出現LたかったというU 

とであり,更田棲皿放は適応性の戯い?、のに比べ,ともにかなり少左いということ(てな 

る。

才3表 本区で繁殖可诡なものの分析

、7、出現別 

槌恩相別、、f
本区で出顼關 

可能のもの のも‘の

夏季出現L 
た0^2)もの

秋季に

〃

1度も出 

現Lない齢

森林淒のもの 2 7稀 9 4 3 11

区別のないもの a 5 5 〇 〇

•液木草原淒のto 1 〇 3 2 1 4

4 5 1 5 11 4 15

な棲息環曹か解析

本区の調査結果を冉研帆告と比較して,森林棲鳥類の一般的棲息麻境を把强し,更心?宓
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の"g的左頭も明らかばする方件で今年度は調交を行なったが,不区の林衍解折が末だ充分 

なじれていないので.今回は?5路的な比較検?れつみを行なったが,一応ある程度の關向は把 

界できた。个区に俗い若令透林地のような林构について址鳥研の謂避が行なわれなかったが, 

卞はの分については一の今回の調於で解明された。 <

爆R・環境というのは烏の食餌填所・依果の場所,登りの垮.所など.巳の生頤的;i:行おG翊两 

命はを指すものであって.それを键りの場所(.つなり出現点)のみで決めてL Wうの t貌リ 

であるが,地域的に大まかに見れぱ大まな誤りは淼けられるし本年褒は‘甘染環境も罪!许Lた 

のではヾ心配はない“

出他訪ら｛從各烏の林构の茂択性については弟4斐のようた表を作戒Lて検冏した。

沙d衣各好の株用渓択

以T略

ぶ 烏名
101倾い 

ィ斑ヒノキ 
Wf生

1 0 1ーろ 
乡喩况交 
"榕

8 9ー い 8 5HC 高圧線】-

我木林

B5-(i 
-g、ソ・ソ 

50
カテづ蹄 
瞄狀

A9T4 
力g

R _ in
—～ うケイス '0.4 2/8 'a~f 立7如 3.1 1.0

2 アカハラ 〇• 5 2.0 〇 〇 7 0.8 1.1

3 ァオジ 1.2 5.3 〇 0.8 2.2 O.fi 5

4 ユル リ .0.2 5 〇 〇 〇 1.9 2.7

5 メジロ 1.0 1.0 〇 〇 5.5 1.7

6 ピンズイ 3.3 1.3 1.7 0.R 0.9 4 0.3

7 ホオジロ 2.5 1.0 〇 2.0 0.5 〇

8 ・ンジュウカラ 〇 〇 〇 〇 1.7 2.6

9 ヒガラ 〇 〇 〇 〇 1.8 5.1

10 セングイイシクイ 〇 〇 〇 〇 1.8 3.1

11 エナガ 〇 〇 〇 〇 2.7 | 2.8

1 2 モ ズ 2.0 〇 〇 と5」 3.5 〇

各数値の出し方

まずある烏について本試験区への全出現点く例,ウグイ武17 6点)を各小班へ而 

綾に比例して配分する。その紬と笑際にある小跖て出現した点の教との比を見た.もの 

である〇結局欲値が大きいほどその小班に遐択的雑出現I.たことになる。

例えばピンズイでは!〇1林班い小眼)生畏の耕い!〇年主ヒノキ人工林と8 9林府・い••
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小班あカラマツ飾煩此饮她に好んで出殂しており,希门,低木村があまり配んでいず工・久 

床に益の生えている所を好むことがわかる。これ:「在種の肯巣瀆璋と女価生從C帯異性から 

くるものである。その绝のかについても後述の常吳瓊片の辭析と購合して考察を加えた。

5 その他・テリトリーや譴在方法日住の挽討

合年は調爽か不十分なため,これらの憧討は大きな進塵がみられなかったカ:,テリトリー 

の大立さ位ついては大津粮2敎ゆ多いものは!ha前後,少ないものは1.5 ha前後といか 

達いカ:あることや•交た,点年変の訓走では作図し・たテリトり一と発見し・た巣の位肺4:あま 

リ合致しないことから調灸が不十分であることなど力:判明した。

2.訊:験区内の各種岛類に螺岑を付け.その試利,採食活動範囲の禹遂

似)放 烏

/1年岐亿標義!を付け放烏した回教は6回・延夹施日数は!6日,放期した裡類フ 3N,羽 

^5 5 0羽。これを鳥投別,放4月日別に放烏羽散を示すと,第5表のごとくである。

箱5表 昭却41年変にわける試験区4譏鳥放异状況

、、ぎ桁月,日・時 

f ～至 
麻料

月日時 

7.51500
7.6 753

月日時

7.2 5 700
2 7.測

月日時

8.1 5 1430
17 1090

月日時

9.5 1200
7 1400

月 日時

114 1309
6 1459

月 日時 

1130 1500 
12.11430

.H

う ソ

7 オ ジ 

ホコジ □ 

ホオフ・力 

ピンズイ 

メ ジ ロ

ンジ昇ウカラ 
:コ ガ ラ

ヒ ガ ラ

エ ナ ガ

コサメビタキ 

キビタキ 

エゾムシクイ 

メボソムンクイ 

センダイムシクイ 

ウグイス 
マ ミ ジ□ 

アリノ、ラ 

ジづウビタキ 

ルリビタキ 

コマ ドり 

コ ル リ

アカゲ ラ

7 

1 
1

4

5
10

1
3
2

4
1
1

1

A
2

3

6

27

3
9

15

1

1
1
1

11
7
6

R 
1

52
1

3
9

11
1
1
2

う

2
9

59
1
7

1
1

1
1

6
3

6

1

1

1 2

2
2
5

1
1

~T* 
R9 

2 
1 
R

2 1 
34

4 
2

12 
1 
5 
3

12 
1

72 
11 
19

3 
6 
1

1 9 
J

・斟・
種娜’

羽数

5 
9

1 3
45

15
91

16
145

11
40

2
2

25
S50

—1 98 一

(b)回 収

牌有期間中に回収し・た灿ti12增 回収羽を 7 〇懺" 

団顼ごとの回収羽散は第6衣のとお、リで・もる。

①6我 標讖•為特類別回収羽数

岛 名 回収羽技

ウ ソ 2羽
ァ オ ジ 1 8
メ ジ ロ 2
シジュウカラ R
コ ガ ラ 1
エ ナ ガ 5

■ 中ビタキ 1
メボソムンクイ 1
ウグイ ス 1 5
マ ミ ジ・ 2
アカハラ R
コ ル リ 7

計 7 〇

!羽ごとの回収状況は弟7表のとかりである。

第7五二丄…塹坦41绯度ておける試験区標畿為(個昧別)回収状況

｛飘落号 久 老幼
枚 鳥 回 収 您 考kr

ーー碧顼 ー竺一員日ーL坦所 1年 月 日
vn 石

E 5002 シ・ジュウカう ad 話16 4 1.531. 而2 :41.7. 5 抱d時放
R 5057 コ ルリ 3 芯2 〃 7 5 知

! 〃 7.2 5

S 5072 メ ジ〇 〃 1 "夕25 1 Iタ〃〃 1 4.0 O〜183 〇

E 506 1 コ ノレリ .iiv 8 2 〃〃 6 2
X 5077 ア ォジ 〃 4 ”夕25 4 し 〃26

E 5厶 62 〃 2 "“ 6 5
；)R73 7 マ ミジ□ 〃 2 〃〃 5 4 々"”

S 5095 7 ォジ 〃 $ 3 〃〃26 2 "〃〃

E 500 1 シジュウカラ 箱紀2 〃 5.5 1 4 "〃 "

W 50R6 ウグイス 4 〃 7.2 6 5 の 〃 "

E 5 111 ウ ソ 1 "〃 〃 2 夕"〃

E 5102 〃 〃 1 〃〃" ? 〃〃ケ

E 5094 ウグイス juv 3 々 対〃 4 〃〃27
E 51 25 コ ルリ 〃 4 " 〃27 3 & 〃 "

E 5097 ア ォジ ad 1 ? i 1 ク・26 2 : "8.15
E 50 93 [ 〃 〃■'■ ^

g 1 5 "“" 4 1 タ"〃
>
1
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場所

豚7財 アカハラ 3d
D8 7 68 !〃

DA737 マミジ□ 〃

DR766 >'"、ラ

E5171 "厶久

E515R コルリ

DR766 アカハラ 〃
^5169 ンジュカラ iiv
S2012 コルリ

E5059
=15160 メジロ

E5191 コルリ

22025 ウグイス

E52 り 5 ァオジ Aiv
E5124 //

M5206 ウグイス

5207 ' アオジ
D876R 1 アカハラ

P5166 ・ンジ,ウカラ拙

(nl
司所

6.5 〇 ) '

4

足月 日
478715
〃饑

"8.15?

7

3
4
3

7：

年月臼瞬汚/名が偕—Tいす書-

"々〃 5

〃 9. 6
* 7.2 5 2
〃 9. 6
〃 8.15

〃〃〃(M20)"
〃"〃(4J0) 4

〃 "〃

"9.

放

6.4 0—11.50

爛 考

備 考

部ヒ

のど裂傷死

_E _ 
年月I3
4 1.9 6
G6.釦
〃"〃

国6)

Ci2.o8)

«14.26)
〃 〃〃

〃〃 7
〃 〃〃

"〃 7
"イ〃

//////

"""
〃〃〃

〃"〃

〃 〃〃

汗棋譜番m 烏 名 老幼

可 5170 シジ、ウカラJUN

E876R アカハラ

D8792
S5214 ァオジ

35260 ウグイス Ju V
E52R7 夕

35290 ァオジ 〃

E5178 〃

E5220 ウグイス 〃

S5085 アオジ ad
S52R6 ウグイス

E5287
E5297 ァオジ

已 5279 ウグイス ad

E5263 ァオジ Ju V
时520 1 ウグイス

S5 2C7 , ァオジ!’

才7表ー2

4
 2
5
0

率,

〃
〃 
7

〃 "
 

〃 5
6
 6

〃
〃
〃 

〃"

〃

〃

〃
"

"

〃"
 

々

〃
"

府
〃

 々

”

”"

け

〃
#

〃 
"
Q
"
"

か
"

〃
〃

-20 〇-

標邀希号 •玷名 考幼 性
氏 〔3 回 愚

備 君甬商 g所 ・月日

E50R3 ァホジ 5 4 1.9. 7

B7Q 13 加V 1 3七6)
5521 4 ad " 〃 6 1 "& "

E5 175 ・ンジュウカラ 4 〇 7.15 3 "少・

E52 1R コガラ ) 4 , 〃 9. 6 4 ”11.4.
DR766 アカハラ | :•次修 5
E5090 エナガ 4 "7.2 6 4 …5
R525R • 2 i “ 9. 6 4 夕".ヴ

託2614A ウグイス 1 / 11.5 4 曽 & < I
E260 5イ 〃 5 ""4 3 ー〃 Q

E2624 エナガ 4 むQ5 1 —5 I

E260 6 キビタキ 3 " "•4 A & e 鈔

">26 17 シブユかりう
〃 “ 5 S ! * * 6

E2625 エナガ 4 ； む”。 1 ”孝〃

E50 90 4 ! 幻的 1 "〃卓

E260HA ウグイス 5 j ”〃 4 5 ' 彳""

可26 15 〃 1 …5 1 ""〇

^5258 ンジュウ"ラ 2 ! *• 9. 6 2 夕"〃

5.ズ嬲五内〇各種鳥類の吳顺歩よび常说環境の渕査

①魇 要

本年破は秋期段でに9 7巣を発見したが内沢技第2表第4欄のとうりである。"季には棄 

力;繁っていて発見しにく く,多く竺秋の落拱奏こ终だけ発見さ‘れた。大施分は樹上営贝牲のも 

ので日立ち易く,地上性のコルリ,ビンズイなどの典は1つ も発兄されなかっれ。期,義の 

経過调吏は第8表のとうりである。

劣 8表発見巣の経過調査

_応_ 鳥名 耗 更

1 ァオジ 7/2 5 T^' 8/15 空
2 •アオジ 6/1 5 4明 7/ 5堂

3 アカハラ «/16 3雎 9/ 5空9/6聽眼雜れた所で1羽再捕
4 アカハラ 7/2 6 4卵 R/15 5羽那〇が大部此に放嗟されてる

5 アカハラ 6/15 5 7/5巣が破蟻されている

6 アカハラ 8/15 2邸 9/5 空

7 アカハラ 7/2 5 ろ再 破片のみ

8 アカハラ 9/5 嫌 有り(高木上,磚いている)

9 ウグイス 8X6 4縦 9/5空
1 〇 ! コサメビタキ 5月费喫間始 6月故發されてる



0誉樊木の独類

発見された速がどのようを<に#iら1Iていたか会大まカ・枝分•韻してみると必9 &のよう、f 

る。传换木で目えつ:うはアカハラが7•カマンに,アオジがウラジロモミ:二多く営以す石ことで

#9世菁染ポの風が

烏名 囲秘 ー以 圏漆 &

ア 

力

ハ

アカマツ 

カラマツ 

小液木 

不 明

ハンノキ 

イバラ

1 4

1

1 5

11

1

1

ス

小跚木

不 明

ミッパッツジ

スースーキ

9

4

1

1_

メ

ジ

n

小爾木

カエデ

ウリハダカ・

4

1

1
ア 

才 

ジ

小滿木

ウラジロモミ

不 明

倒伐核

1 5

4

9

3

コサメ 
ビタキ カラマッ 1

•

1

これらの木はいずれも造林木である。同じ企林木でもスギ,ヒノキ:Cは全く営吳するものが無 

く・カラマツには巣箱によるシジュウカラ,ヒガラ・を除けば,アカハラ,コサメピタキ名•1例 

のみである。一般には広棄圈灌木,ツル性植物に営巣するものが圧倒的に多い。

③巣の高さ

各樹種伝選られた各鳥の果が姓而からどのくらいの高さにあるかをみてみると第1〇表のよ

ク昆左るリ

为1Q及地而からの果の高さ

1mまで 2 mまで 3 m •まで 4 m まで 5 mまで 上蹤咻名・局さ

T 
力 
ハ 

ラ

アカマツ 

小成木 

不 明

1

3

6烧

10

1

1

2

•

2 3

小計I 4 17 5 2 5

-2 0 2-

式 広葉樹はカエデを除いて小流木にでとめてある。

昴落體 1mまで 2mlT 3mまで 4m-i で 5mまで ；6唁や

ア

才

ジ
t

卩二湖木 

フラジロモミ

切伐枝

不 明

5

4

3

一—

6

J、,汁 1 2 6

ろ

1!

M iff •■•• 

ス ス キ

不 明j
1

2

れ汁, 9

メ

ジ 
〇

h 沛木

カエデ

1

1

2

I_ :__ I 1

而 2 2 i 1
羿カラマッ 1 i

杼十 2 5 2 7 6 〇 1 3 3

アカハラは1〜2 mから7 m我度の間に分噸:Lている。メジロも2 mから5 れまでとかなり 

変化がある"ウグイス,アオジの全部と前述のアカハラの大耶分は2故以丁で,もった。

の観側路から巣?!での距灘

各烏の営巣位跖に関して.観側路を伐り開いた中にXる林・:効炭があっれかどうか調べてみ 

た。本来は観澜巒を造る前後の鳥教の变化を調べるべとであったがで村なかった。

結果は第1I表に示したが•観測路から雌れるに従い発見効率が落ちるのでこれだけの奁料 

でははっきりしたことKいえないが,アオジは林緑・を好むtのが多いようである。メジロ,ウ 

グイスは少し内部を好・むようである。しかし,f/fi々の場合力:あって判跖はむすかしい。

-2 0 3-



生広葉询はカエデを除いて小湖木に咬とめてある。

泳11料...4、ら・・でう用ず

・名

7 
力

ハ 

ラ

/湖 

剛<、る、、

7カマッ

小溜木

不 阴

「・

2

1

1mまで

R

1 r
ら

商:
: 5h 

ーー〜J■ A
?

2

6m
♦ •- •— ■. ■

2

7m B m "iで及

小計
5 9 4 3 2 4 2 2

7

才

ジ

小iih木 

ウラジコモミ 

倒伐校

不 明

4

木縁亿関若

3

1

ほし

2 2 ~r~ 1
- ■ f、

小叶

ウ

グ

イ

X

卜藏木

スス キ

不 明

- --
1

:

R

•1

木縁«関S

2
〜2 - ー言

るなし

2

F
2

2

>

1
1 f *-

小計 : 2 2 1 2 ) *k*・ ・ . * • ■
メ

ジ
〇

小点木

カエデ

1 1 1

2
•* _

小計 1 1 3

コサメ 
ピタキ

カラマッ 1

4 | 1R i 6 a 6 11 3 1
----一^^

4.樊箱による活致試駅

(汨吳航架設秋況

架設年月日 昭知4 0年12月14〜15仞

各区所i別架設巣箱倨敖(第1図参照)

麻I〇 •芯11 匝12 3I-____

3仰
3個 5個 〇T-

9
6
6 

___________
at 5個 1I两 1&面 :,!

卖設府俺

15偶マ

7 t. マ ッ 1 2

ラ ベ 1

ウラジロモミ 1

ウリ::,ダカエデ 1____

st う〇個

架設方向 (巣箱出入口の方冋)

南 向 ぎ 17個

火 向 き 15惻

地上から垠箱出入口建でのなさ

2.5 0 m !個

2.6 0 5

2. 7 0 7

2.7 5 1

2.8 〇 1 〇

2.9 〇 6

(b)調査 月 日

5月1 1日

5 1B 前回の調査崔 21日目

6月1 4日 " 150目

7月 4 Q " 21日目

2 6 S " 2 3日日

8月1 6 B " 2 2 口目

9月 5日 " 21B目

11月 4 a 〃 61日目

11月a O日 〃 2 7日目

(c)利用 状況

—2 〇 5—



牙12 &

頂 目 伽数 凝坎て对する％

缪設幾箱個故 3 m

営染 〃 ? 〇 6 6.6%

未利用〃 1 〇 5 5.5

産珈徳:®〃 1 5 5 0.0

魂鳥就巣" 5 6.7

(.•産卵か抱卵か不明) 2

定生做認” 9 3 0.0

〃推定 4 -1 5.3

族斃死(以害) 1

(原因不明) 5

巣立碓莖" 6 2 0.0

〃推定 K 7 4 3.5

”不明 2

冬季暗り〃
2

生:｛は確・楚と推定数の含計を示す"

吳箱を倜究した経過防第15友に示す。

坊13&集应関庄・過

-2 0 6一

巣箱

瑩号

諷 査 の 线 要

5月11日 5月31日 6月14日 7月4B 7月2 6日 R月16日 9 月 5E1 11月 4R 11月列日

1 狛 — — — ヒメ座 — —
・ヽ

2 牝
ジジュウカラ 
翊3ヒ5訓 4ヒ3 立 ーー — 村ネ —

ふん'

■
3 X キ —

、ノ‘ノ dウカフ
7理

1町 
兎毛多

掃 .---- —

4 X キ — —
爾ネ コケ 

ヤマネ 蟀ネ
"ネ?

5 営
シジュウカラ 

ffln 1卵7ヒ 立
t 嶼ネ ---- -

6 營 — —
〃ウカ•ノ
化9

!掃 — — ふん

7 ヒガラ6§卩 兩化直后 立 — —
1 ― 

it___—•
— ・・・・

• ------f

一・,・・’

R Xキ —— -■ — 一 雌ネ — —

9 営キ コケ、粘- — —— — 広携ネ 壁死せ ——-
-------- ,

10 Xキ ----- ! 一
i——
I--------------

— .------ — —

.•一

• 湖

宜 コケ
は

14 X

15 X *

16 i林 立

5ヒB 立 尚 •Lネ 掃

m »对 に’覧ネ 広業

十マネ

立 5ネ

キ im?,

22 ［成ラ何卵MヒB 立 ,広蔵玲 熾ネアリ2祁6ヒ死

Xキ 氐孑毋

-一",25 ； X •<rネ

収ネ

ヒメ 2.諜

四研

匕 ネ 広吨ネ

9吹 広座ネ

コケ 
ヤマネ?

コ歹 
ヤマネ?

,6ヒB 掃

コケ
!ヤマネ?

一—也め

ネ コケ

9. w/H7 
匕二：P死

24

コケ 
ヤマネ? 
コy 
ャエネ?

ヤマネ?

ヤマネ?

色

コケ少

9珂

X ノチ:

17顷 "辭

キ

19 ； X キ

2舟’・キ・
rrネ

コ羽;13 i肯キ

雇领 _____al_ 資 〇 5S ぷ_____

摯5月111J |5月3 1日 (6^140 卩月イ时7月2 6日 fi/iua 9月5H L1月4〇(11朋〇日

11 X
- I

ご… -----ナン・ンヨ楚
•■‘一・ » -a— ■

ヒメ収 播
二:丁

12 ； Xキ ________ I_______
；"z彩 R明7 53 .只即 

•K.

艾
コ’,-
ャ畠ネ_し4_________

26 :Xキ

2戸
一___
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波害果箱の延べ個牧を第! 4去は示ーん

史 «••• ...,営果中 匕……雄 広哉……広葉樹の萊爆入

X- •••空 抱… •・相痈(代)中 ネ……m

キ… ••・出入口,壁,穿孔 成……成岛 耕....帰除

一…•••前回と同じ 女……吳立 逃……調伊逸走

B……慄潑付す

但)按占発生時期と彼耳の額別

止….•.中止 匕メ....ヒメネズミ
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八日

、脳減 
ゴ•浇心、、

キッッキに 
よる穿孔

匕メネズミ” ヤマネ咎 計

5月11日 | 2商 12啊

5 1 7 7

6 1 4

7 A 2职 2

2 6 7 7

R 1 6 6 .3 1M 9

9 5 7 3 ! 〇

11 4 1 1 9 ? 11

11 5 〇 1 1? 2

計 21個: 2 3昭 16個 6 D個

仏)樂箱利用形の標澹調爽

吳箱で抱卵中の親.岭るよび央立間近い灘に標禮を付けた結思を第!5我に示す"

矛15或視 鳥

鳥 種 標歲费号 巣紿帯号 付けた月0

ンジ亠ウカラ 史 5 〇 n 1 •如 ? 5月3i1日

〃 5 5 0 0 2 ,伝1ん

" H 5 〇 0 3 廂3 〇 〃

E 5 〇 0 4 £2 3 〃

E 5 〇 0 5 佬2 〇

弟15表ー 2 璀く巣箱.伤2 2はヒガラその他はシジュウカラ)

羽教
隣荣游号
亘 至 蜘番号 竹けた月H

る羽 E 50り6〜麻〇］1 ～～^2～マ爲nr
4 H5050—E5035 而 2 • 6月14日

7 E 5 〇 5 4〜R 5 0 4 0 品2 〇 ク

5 E 5 0 5 2〜衫 5 0 5 6 AS 1 7 7月4 B
6 •C 5 1 0 4 〜印 5 10 9 At.1 5 "2 6 E1
9 E 5 1 12〜札5 1 ? 〇 •检6 〃 2 7日

7 ;C 2 0 0 3_〜E 2 0 0 9 扁!6 8月16日

計 ヒガラ 6羽 ・ンジ。ウカラ 3片羽

-2 08-

(。標麻付け不能の原因

巣箱調亢の際朋あ石いは’典凤だLた;こも<"わらず,"盖をゆ十られ上小った划由は次 

Q玮!由に上る。

J;布町毛がり化間もないため 3倒

訓轻時朋であったため 1例

型のがa:点中のため 2例

I:記C調祁時卵であrた、うは次回調從、X 2 口供には史立Lていた。当初調査の時痴匕遭: 

后のものは15日後に再誼玄Lたと普は,巣立Lていた。

叫岛が以異中のたf 付けなかったのは一 5月5I日聴中の・机科5詞に標»ところ. 

抱卯;レI1例,ぎ拖弗2例の小枚が発生Lた.いずれも填因が不明のため,塩因が明らかに 

ならやで 一就班中の即典には悖节を付け・方ことを中止Iたがためである。

いずれの則合も.詞査日時の間隔が靖紋15日,長普は2 2〜2 3日日の再調査で,槌が 

すでに樂立したがためである。 •

•••近接火沐湧火地と試験区と〇 H!互明係拥奁

411••変;こわいて.一里松,太郎坊の両水揚において標潑剥行を行ない,一甲松女塌にむいて 

放・板可敦9 2羽,冋収羽敢务5羽-太邮坊水坳てぜいては放鳥羽数7 5羽,回収羽散?1羽。

両切圻"、ける・而湧別•月日別,放％ 回収羽故を,'B16表,第［7表(て示す。

：<-16 f< ー里松水膚に若ける閱讖調杏

-2 0?-

0也埋5至 

龙_ 一名

6.15 11.50
14 8.00

7.6.12.。 0
7. 8,00

7.2 7 12.15
28. >100

8.17 ［湖
1230 計

放屬 冋収 邮 四収 魅 回収 放遂 回収 放岛 回収

方 ク・ス 1 1
ァ オ ジ 1 3 4 R
ピンズイ 5 1 1 2 ! 6 1
ノー、ウカラ 3 1 1 5 i

( 1 9 2
ヒ ガ ラ 1 1; 2

キビタキ 2 5 2 11
• 5 2

メホ・ソA ・ソクイ 1 1 ( 1
センダイム・ンクイ 1

1I 1 1
ウグイス ? ! 2
マミジ □ 7 3 9 3 3 I

1 6 1 9 . 1 2
7•カハラ 1 1 5 1 2 6 4 2 3 1 2 3 〇 1 5
つ ノン ーリ_ 6 1 1 4 1 1 _9___ 5

計 3 7 R 3 0： 16 ? 2 9 4 i 2 9 5 3 5



友•2坊,kg:こ公ける辰戚謨许
芥

ヾ、刀日時自 6.25 1130
195Q

77.iron
1930

酒

29
1340
1140

8.1R 930
17C0 計淀

心 放G . 回収 放鳥 回収 め・|! H1?

7 才 ジ 1 1
ホ ォジ 〇 1 1
ピ ンズ イ 2 5 う 1 R 5
シ・:ンユウカラ 5 1 4
コ ガ ラ 2 2
ヒ ガ ラ 4 2 1 5 2
キ ビタ キ 3 1 1 4 1
マ ミジ a 9 5 4 1 5 3 1 8 7

7 カ ハ ラ 9 2 3 1 〇 5 1 1 2 3 6
コ ル リ 6 1 6 1
ミ ソサザイ 1

• 計 2 9 7 1 7 ' 1 ；5〇 11 7 1 7 5 2 〇

1羽ごとの回収状況は第1R為 第!9我の.!:うである,

第 1R表 昭和41年度にお叶るー电松水翔標禮炀回収扶況
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擦・犒号 鳥名 老幼 性
放 鳥 __ 回______収

備考
場所 年月日 場 所 年月日

D9997 5ジ4ウカラ 成 一［n松火場 59. 7. 50 ー里松水場 4 5. 6.15

D7002 マミジ□ 〃 $ 〃 〃 6.1R //

DR703 アカハラ // 〃 4 1.6.13 夕

D7007 マミジ□ 〃 6 〃・ 39. 6.1R 〃

E7003 アカノ、ラ 才 〃 〃

05026 コ ル リ 乡 〃 〃 4 1.6.1 5 〃1 4

脚70 6 アカハラ 〃 9 // 〃

E7007 マミジ□ S // //

E50 1 2 キビタキ ? 7. 6
DR703 アカハラ // 〃 〃 ・ // 〃

E50 1 9 ピンズイ 〃 〃 〃 〃 〃

E5025 コ ル り // 辛 // 〃 〃

D9R50 // 3 3 9. 6.19 〃 //

DR705 アカハラ 〃 ? 〃 4 1.6.1 5 〃 〃

E502 5 キビクキ 〃 3 // 〃

D8746 アカハラ 〃 辛 〃 〃 7. 6 〃 //
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1
1

洌

成

/y

々

ft

〇

1

〃

々
1 

ハ
1

1

性

5
々

•S 

早

辛

3

9

$

3
//

早

$

?

放 烏 回 収

備考僞魂辭号

D720 1 

E5029 

DR7 13 

DR 7 1 0 

■ 7227 

洲755 

E5025 

D720R 

350 14 

D8744 

DH7 17 

D«707 

072 18 

P8455 

DR752 

n7G53 

D8759 

DR753 

P«773

鳥 名

アカハラ 

涅ルリ

アカハラ 

,マミジ气

*
7カ八理 

コルりi 

マミジ宀 

•>ジ・'ウカラ’ 

マミ:ジai

フ・カハラ

マミジ□

才

〃

〃

アカハラ

//

場 所

ー里松火尺!

行

*

村

〇

々

〃

1年月日
I 59.ア.11

4 1.6.14 

…

时 7.17,

4 1. 7. 6

59. 7.い

4 1.6.15

4.1 7. 6
&1コ:

ク 15S

39. 7.16： 

4〇. 8.15' 

4 1.7. 6

39. 6. 2 6

4 1.7. 6

夕

* 27

綱所

一里松火楊

■

&

<*

■

■

*

鈔

夕

—

芬

年月日

4 !. 7. 6

■

"7

/

a
,27

〇

•

夕・ 1

8.17

牙19 沼和4I年度に君ける太邸坊水・礙設鳥回収状況

標獄淬号 岛 名 老幼 性

放 鳥 回 収

«.J 更・— •竺頌… 二红一感ー 空史__ 個考

P70R5 

£996 3 

22905 

P7262

n8426 

PR42A 

:)H4 1 2

：)R426

マミジ□ 

キビタキ 

コ ノレ り 

マミジ□

7•カハラ

マミジ

成

〃

〃

〃

〃

1 "

9

//

〃

〃｛

3
?

$

太館坊水場

〃

〃

〃

〃

〃

39. 7. 3

7.1 7

4 〇. 7. 2 3

5 9. 7. 2 4

4 〇. 8.11

〃 7. 2 51
夕

太邸坊永埸

//

々

〃

〃

4 1.6. 25

〃

｝〃

〃



烏名 老幼 件
放 n ・回 攻

«考
端所 年月 日 場所 _竺皿..

D3725 

S5042 

20526 

DR736 

07095 

DB456 

D8729 

K6495 

E9985 

S5043 

S.504 2 <
E6405

アカハラ 

ピンズイ 

ヒ ガラ 

マミジ□ 

〃

アカハラ 

マミジn 

アカハラ 

ヒ ガラ 

ビンズイ

〃

アカハラ

•

〃

り

〃

〃

$

9

〃

〃

"!

J

太佻あ火禹

力

〃

〃

〃

々

夕

"1
1

4 1.6. ?5

5 9. 7. 31

4 1.6. 2 5

39. 7. 5

4 〇• 8.11

4 1.6. 2 五

〃 7. 4

59. 7. 24

U 6. 2 う

〃

4 1.7. 4

〃〃 29

太郎坊水翔

〃

//

〃

わ

//

\
〃

・い.,

力

力

if

〃 29

々

〃

〃

〃

匕"

1
生I第"表第1?表)

1. 昭和3 9奸匪は財団沙人! 齿曲類击究所の依頓にXって松山技肯(.実痢時は林野庁 

指浦部讷究再及誤森林保義研座企両官勤尚)が冋研究)秀の経費によって実施した。

2. 昭和4 〇年変は林野厅の隐費其Xつて松山技官(向而)が実施し・た”

ん絵松施あ・の利用水況調査

.1年度においては,他の凋査のた.*ー、この・湖死に専念十る時間がなく,単;て見廻っただ班 

77ある3したがって,利用烏師・利用状況;iど全く不明であろ。

ただ9月う日以降,火辺:て脱我,脱羽を認めたKすぎない。

6 こんこの問題点

41年度児部膨手饥!年既伝もう•かわらず東京・営林局縫常部おXぴ沼律営林署な契みならぬ 

物［両澎、sど拨助によって,甚骥を任ヾ当初の子定のxうに行たうことができた。

しかしながら顧スて,今後改汝Iなくては試験目的の避成が团華な問題点もある。

第1.3 1年如にわいては,.诚咨日の問隔&大略5囲問としたが,繁殖期間にあ、いて,館後の 

関抵を應みらためには民すぎ&

今以は少なくとも词隔セ,!週間以内に初5して,う爭咳を涵める必妾がある。

才2.才1年既•«お、いては ふ佈JilVEとして.即回:比の:对・研究栗の.ゝ"Jを求めたことは

-2 1 2 -

じ. -.--1专や,三Jもせジ务る。

:い.41"技二"、ては火京作住つ烏学導攻家^.たま土ま必走:こて谓ヤ中産・この試験の 

財ー7〜5)周史を・項い,掛カを抑いだ女,これはさわめて?宙签寸ろことか多かったので.今 

え:,：‘い丫 Ego須走钏诧Qや企を牌茂的に利用して,準力在抑ぐようにしたい。

号 玄休にれ:十る!*！(なの生ナ的’浊防跛C竣・割についてつ,試駿研疋を行なうため(こば,前 

fQ.ex乍理学者の免刀を仰ぐとともに,さら二,昭的学,昆虫学・丽孔贝片学のそれぞれの分 

••F,こ加、十る, m学者の擄カた$仰く・ようにLたい。
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